
The 19th Annual Conference of the Japanese Society for Artificial Intelligence, 2005

1C1-03

日記形式旅行計画支援システム
Travel Planning Support System with Diary Style
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In this paper, we propose a new method to support travel planning with Weblog. We designed a system that
generate users’ articles based on information extracted from articles written by other people. Use of search engines is
not suitable as assisting travel planning. One reason is that travel purpose is not easy to describe in a few keywords.
The other reason is that pages as search results usually contain unrelated information for travel planning because
each page is written for some specific reason. Our system generates virtual articles by searching, extracting and
composing pages written by other people. Composition of related information as travel articles is easy for people
to understand because they can imagine scenes of traveling.

1. はじめに

人がある場所へ行くとき，必ず何らかの目的が存在する．こ
こでいう目的は，具体的なものから抽象的なものまで様々なも
のを含んでいる．本研究では，ある場所へ行くときの目的と
なっている事柄を WEB 上の情報を用いて補強し，さらに新
たな発見を促すシステムを提案する．
小作ら [小作 04]は，新聞記事のコーパスから定期的に行な

われる観光イベント情報を検索することを目的としている．本
研究では検索対象を WEBページ全般とし，より客観的な情
報の取得を目指す．

Sineenardら [Sineenard 04]の提案する，時間・場所・目的
という 3 要因の関係を利用した携帯電話向けの街角情報推薦
システムがある．本研究では情報推薦をもとにした旅行計画支
援システムの構築を目指すので，これらの要因と情報推薦の関
係を知る上で非常に有用である．

2. Weblogを用いた旅行支援

2.1 Weblog
Weblogの利用方法は，単純に個人の記録 (日記)としての

利用だけでなく，興味のあるニュース記事に対するコメントや
商品のレビューであったり，自分の予定であったりと様々であ
る．特に，ニュースやレビューを扱った場合には，記事や商品
に興味のある他のユーザからのコメントが得られることもあ
る．この場合，情報の発信メディアとしてだけでなく，受信メ
ディアとしての機能も果たしていることになる．

2.2 他者の書いた記事の利用法
友人・知人だけでなく，全く知らない人の書いた記事であっ

ても，他者の書いた記事には少なからず新たな知識の発見があ
る．ここで得られた知識をもとに実行することによって，さら
に深い知識を得ることができる．また，トラックバックやコメ
ントを受け付けているサイトであれば，知識の獲得元へフィー
ドバックを与えることもできる．
他者の書いた記事を利用する理由として以下の 2 点が挙げ

られる．(1)特定の行動の目的に関する情報を収集することは，
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検索エンジンを利用しても容易ではない．それらの情報は必ず
しも数語のキーワードで適切に表現できるとは限らず，時間・
場所・トピックの組合せと適切な表現が必要となるからである．
(2)収集した情報をそのまま羅列しただけでは，理解が困難で
ある．それらの情報は，本来別の目的で書かれているため，そ
のまま提示しても冗長な表現になってしまう可能性が考えら
れる．

2.3 日記形式旅行計画支援システム
本研究は，「どこかへ行くときには何らかの目的がある」と，

「他者の書いた記事には少なからず新たな知識の発見がある」
という仮説のもとに進める．
どこかへ行くときには，あらかじめ設定された目的がある．
本研究では，その目的を達成するための手段の提案だけでな
く，関連する事柄を導き出し，さらに達成手段も提案するシス
テムを実現する．ここで言う達成手段とは，主に移動経路の事
を指すものとする．
本システムでは，他者の書いた記事から必要な情報を抜き

出して，あたかもユーザが書いた記事のように再構成して提
示する．これは，単なる羅列では理解が困難な情報を自分の行
動という形で表現することで，理解を容易にするためである．
以上により，2.2で述べた (1)及び (2)の解決を目指す．

3. システムの概要

本システムで実現する旅行計画支援システムの概要を以下
に述べる (図 1)．

1. Weblogの記事として，どこかに行く予定を記述

2. 記述された予定 (目的地)に関する情報をWEBから収集

3. 任意の場所で GPS 機能付携帯電話などを用いて自分の
現在地を計測

4. 現在地の最寄り駅を検索

5. 最寄駅から目的地までの経路を作成

6. 2.で収集された情報をもとに，経路内または目的地付近
でのイベントやスポットを検索
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図 1: システムの概要

7. 6.ので検索されたイベントやスポットに関する評判情報
を収集

8. 6.と 7.で得られた情報から経路を再構築

9. 収集された情報と経路に日記形式テンプレート∗1を適用
し，日記としてWeblogに投稿

10. 移動経路情報のみを RSSとして配信

以上の動作をすることで，あらかじめ設定されていた目的の達
成手段が導出される．また，関連するイベント等の情報や達成
手段を得ることができので，その日一日分のスケジュールとし
て充実したものを提案することができる．

4. プロトタイプ

4.1 実装
本発表におけるプロトタイプの実装では，WEB全体からの

情報収集ではなく Yahoo!地域情報∗2のイベント開催情報一覧
ページの収集に限定した．機能面では，キーワード抽出は行
わずユーザが予定の中にキーワードを記述する手法をとった．
なお，RSSに手を加える機能は実装されていない．実装には
Perlを用いた．

• 情報収集
汎用性を保ったまま情報収集範囲を限定するために，
Google Web API[Google 05] を用いた実装とし，ドメ
イン制約検索∗3による収集範囲の限定を実現した．実際
の動作を，以下に述べる．
(1)Weblogに投稿された予定記事からイベント名と開催
場所を Template-Toolkit(TT)∗4 を用いて抽出する．(2)

それらをクエリとして Google Web APIに渡す．(3)検
索結果の第一候補のページから TTを用いてイベント名・
開催場所・内容・アクセス・地図ヘのリンクに記述され
た緯度経度の 5項目を抽出する．

∗1 各ユーザ毎に設定し，収集された情報を適当なキーワードとして
該当する箇所に埋め込むためのもの．少し文章としてのぎこちなさ
が出てしまうが，ユーザの表現方法に沿った文章が生成できる．

∗2 http://local.yahoo.co.jp/
∗3 “site:ドメイン” を指定することで検索範囲をドメイン内に限定
する検索方法

∗4 http://search.cpan.org/~abw/Template-Toolkit-2.11/

lib/Template.pm

図 2: 予定記事

図 3: 出力結果

• 移動経路の作成
移動経路の作成には Yahoo!路線情報∗5を利用した．出発
駅は現在地からの最寄駅，到着駅は Yahoo!地域情報から
得られたものを利用した．特に出発時刻や到着時刻の指
定は行わず，所要時間が最短の経路を利用した．本シス
テムでは，検索結果から，出発駅・乗換駅・到着駅と利
用する路線名・列車種別を TTを利用して抽出した．

• 関連イベントの抽出
本発表における実装では経路内のイベントは検索の対象
とせず，目的地の周辺でキーワードに一致するイベント
を抽出することとした．目的地の周辺であること調べる
ために，イベント一覧ページの地図へのリンクに埋め込
まれている緯度経度を利用した．キーワードに一致した
イベントの中で 2点間の距離が近い方から上位 2件を利
用した．

4.2 検証
Weblogに予定を記述しておき (図 2)，実際にシステムを動

作させたところ図 3のような出力が得られた．
現在の実装では，類似イベントの検索しかできないが，類似

イベントの渡り歩きによって新たな発見があると期待される．

5. まとめ

本研究では，旅行におけるスケジュール作成を支援するシス
テムを提案した．プロトタイプの動作確認にから，関連イベン
トの推薦による新たな発見へとつながるであろうことを確認
した．今後はWEB全体を収集対象としたシステムを構築し，
評判情報などの客観的情報も反映できるようにする．また，公
開実験を行ない，実際に使用した上での評価を行なう．
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